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［点鐘］［ロータリーソング］奉仕の理想 

［四つのテスト唱和］上薗会長 

［ｹﾞｽﾄ･ﾋﾞｼﾞﾀｰ紹介］押川弘巳ガバナー、中川大作ガバナ

ー補佐、長嶺貴臣地区幹事 

［出席報告］本日 2855 回例会 31 名出席で 83.78％。7 月

26 日第 2853 回例会はメークアップ者 10 名で訂正出席

率は 81.08％。 

 

       

 

 

【会長挨拶】 

今日は、ご多忙のところ、押川ガバナーをはじめ、重鎮

の方々にお越しを頂きました。 

まずは、先ほど、懇切丁寧なご指導を頂き、誠にありが

とうございます。また、今日の例会において更なるご鞭撻

を頂くことになりますが、どうか宜しくお願い申し上げま

す。 

私の年度は、会長方針にも書きましたとおり、国内外の

政治・経済・社会環境が急激に変遷していく中で、押川ガ

バナーのおっしゃる長期的な戦略を視野に入れて、来年の

創立 60 周年を成功させ、20 世紀に育てた我が南ロータリ

ーの良き財産を、21 世紀の新しい姿に持続的な成長という

形で発展させていくことですので、今後とも皆様のご指導

を宜しくお願いいたします。 

 最近、プロボノ活動という言葉が国内外で光を浴びつつあ

ります。 

このプロボノとは、ラテン語に語源を持つ「pro bono 

publico」というラテン系英語で、「公益・公共のために」

という意味です。具体的には、専門家スキルを活かして、

例えば災害の時にボランティア活動を行う事を指し、ロー

タリーと同じく、20 世紀前半のアメリカにルーツがありま

す。 

私は、ロータリーの職業奉仕は、まさにこのプロボノ活

動として社会に貢献をすることであると思っており、南ロ

ータリーの皆様は、これまで自ずとその事に努力をして来

られたと敬意を表しております。 

また、職業奉仕のみならず、社会奉仕にしても、青少年

奉仕にしても、国際奉仕にしても、我々それぞれの職業の

専門集団であるロータリークラブが、現代のような世情不

安定な時代に果たす役割は大きいと考えております。 

 今後とも、今日の押川ガバナーのご指導を賜りながら、

南ロータリーをここにおられる全てのロータリアンの皆

様と一緒になって、発展させていくことをガバナーの目前

でお誓い申し上げまして、また、ガバナーの益々のご健勝

を心から祈念申し上げまして、ご挨拶とさせて頂きます。

ありがとうございました。 

【会務報告】 

①地区大会の 9/29（金）の 13 時から会員研修会が開催さ

れ、「国際ロータリーとクラブ運営のあり方」という演

題で RI第 2770地区パストガバナーの中村靖治様が講演

なさいます。対象者である会長、会長エレクト、幹事以

外でも希望される会員がいらっしゃいましたら、事務局

までお知らせください。 

②地区大会の案内を出していますが、回答をお願いします。 

 会員の皆様の参加をよろしくお願いします。 

 ホテルの予約を希望される方は、早めにお願いします。 

③プロバスクラブの例会の案内が届きました。 

 日時：8月 18 日（金）12：00～14：00 

 場所：サンロイヤルホテル 

 卓話：県国際交流課 ウィリアム ジェファーソン氏 

    「私の故郷シアトルと鹿児島」 

 参加希望の方は事務局へお知らせください。 

 

 

 

 

 

【スマイル報告】 

平成 29年 8月 9日 第 2855回例会 

押川弘巳ガバナー公式訪問 

押川ガバナー    中川ガバナー補佐、長嶺地区幹事 

クラブで集めた 200 枚近くのバナーで飾られた会場 

国際ロータリーの使命 

（MISSION OF ROTARY INTERNATIONAL） 

国際ロータリーの使命は、職業人と地域社会のリーダーの

ネットワークを通じて、人びとに奉仕し、高潔さを奨励し、

世界理解、親善、平和を推進することである。 


